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様式第 1号 (第 5条 関係)その2

5研究、医療行為等における医学倫理的配慮について (I～ⅢI力月斎郵のこと)

I 研究等の対象となる被験者及びその家族等の関係者に対する人権擁護

。匿名で発表 し、人権擁護に努めます。

Ⅱ 研究、医療行為等の封象となる被験者及びその家族等の関係者に対し、理解を求め、同意を得る方法

。オブ トア ウ ト (ホ ームページ上で公開)を利用 します。

Ⅲ  研究、医療行為等によつて生ずる被験者及びその家族等の関係者に対する不利益、危険性に対する配慮並びに

医学上の貢献の予沢1

・危険性 はな く、新 しい痛みのない術式を世に広めることができる。

N zatfi,



PPHは廃れてい くべき術式であるか?

[筆頭演者]

須原 貴志 (下 呂市立金山病院 外科)

[共 同演者]

河合 雅彦 (岐阜県総合医療センター 外科・消化器外科 )

国枝 克之 (岐阜県総合医療センター 外科 。消化器外科 )

【は じめ に】 stapled hemorrhoidopexy(PPH)は 2014年 の肛 門疾 患診療 ガ

イ ドライ ン(で は推奨度 Cと され ,2020年 の ガ イ ドライ ン第 2版 に至 って

は言及 されて いな い。 これ は再 発率 の施 設 間格差 が大 き く、術 直後 か ら患

者 満 足 が得 られ なか った とも言 われてい る点 や、 吊 り上 げ術 式 の一種 で は

あ って も全周 性 に粘膜 を切 除 す る とい う侵 襲性 が原 因 と推 察 され る。我 々

は透視下 の実験 か ら、 中着縫 合 を緩 まない よ うに閉 めてかつ シ ャフ トロ盛

りが肛 門縁 で 4cmに す るな ど高位 で フ ァイヤ ー した場合 、中着縫合部 が シ

ャ フ トの軸 受 け に ひ っか か リハ ウジ ングの 中 に取 り込 めず シ ャ フ トの半

径 分 の粘 膜 しか切 除 で きな い た め効果 不 十 分 例 が発 生 す るだ ろ うこ とを

見 出 した。巾着縫 合 を締 めず に巾着縫合起 始 部 の反対側 に縫 合 糸 を くぐら

せ る よ うに置 く糸 (辻 仲 の糸 )を 併 用 すれ ば、 中着縫合部 は軸 受 けを突破 し

てハ ウジ ングの中 に取 り込 まれ て幅広 い粘 膜 が切 除で き る。 また中着縫合

を緩 めない よ うに締 めて も、低 位 での切 除 を意識 すれ ばヘ ッ ドと付属 の肛

門拡 張器 の外 筒 (外 筒 )の 回側 縁 の間 に粘膜 が二重 に挟 み込 まれ粘膜 が固定

され るため粘 膜 がハ ウジ ングの中 に押 し込 まれ、 これ も幅広 く粘膜 が切 除

され る。文献 的検 討 か ら好成績 を報 告 され た諸家 の方法 は このいず れ か と

推 察。我 々は中着縫合 を閉 めず かつ低位 で粘膜 を固定、 さ らに巾着縫 合部

は外 筒 内 の粘 膜 の折 り返 し点 が合 理 的 で あ る こ とか ら同部 をパ ラシ ュー

ト型 に牽 引 しつつ 中着縫合 す る PPH(P― PPH)を 考 案 した。【目的】 P― PPH
の有用性 の検 討 【対象】当院 お よび協力施 設 で P― PPHが 施 行 され た 70例

【方 法】患者 背景 、手術 時間 、術後疼痛程 度 、合併症 、再 発 の有無 を評価

【結果】65.7± 17.9歳 、男女 比 34:36 Goligher 1 4夕l I1 5例  II1 4 9例

IV 12例  Iの 中で外痔核 中心 と記載  2例  手術 時間  43.3± 976分  再

発 1例 (1.4%)狭 窄 3夕1 内 2夕1に 拡張術施 行 されたが、 リング切 断 にて

容 易 に拡張。 1例 ベ ンタ ゾシ ン注射 を要 す る程 度 の痛 み を訴 えた他 はアセ

トア ミノフェ ンあ るい は NSAIDで 対応可 能 。 6例 は仝 く痛 み を訴 えなか

った。【考察】狭 窄 は特 有 の合 併症 だが対応 は容易 【結語】 PPHは 術 式 の

再 検 討 に よ り再 発 率 が低 く術 後 の痛 み が少 な い術 式 で あ りつ つ け る可 能

性 が あ る。


